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Q
A

子どもの医療費助成拡大を

〈町長〉

災害復旧を第一に考えているため、将来的に
検討していく。

【
Ｑ
１
】

　

児
童
虐
待
報
道
が
後
を

絶
た
な
い
中
、
今
年
度
よ

り
実
施
さ
れ
る
子
ど
も
の

地
域
見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
と
は
。

【
Ａ
１
】

　

町
内
の
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
、
宅
配
業
者
な
ど

と
協
定
を
結
び
、
情
報
を

町
に
提
供
し
て
い
た
だ
く

事
で
支
援
を
必
要
と
す
る

家
庭
の
早
期
発
見
、
早
期

対
応
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
未
就
学
の
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
家
庭
を

中
心
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど

で
子
育
て
支
援
事
業
や
育

児
相
談
な
ど
の
情
報
を
発

信
し
て
い
く
。

【
Ｑ
２
】

　

産
後
の
宿
泊
ケ
ア
事
業

と
は
。

【
Ａ
２
】

　

出
産
後
に
家
族
等
か
ら

の
支
援
が
受
け
ら
れ
ず
、

育
児
や
母
体
に
健
康
上
の

不
安
が
あ
る
方
を
対
象

に
、
助
産
施
設
に
宿
泊
し

た
上
で
、
助
産
師
等
か
ら

サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る

事
業
。
自
己
負
担
額
は
１

日
７
５
０
０
円
、
市
町
村

民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は

生
活
保
護
世
帯
は
無
料
と

し
、
原
則
７
日
を
上
限
に

利
用
可
能
と
し
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

保
護
者
の
皆
様
か
ら
医

療
費
が
大
変
負
担
に
な
っ

て
い
る
と
の
声
を
多
く
伺
っ

て
い
る
。
熊
野
町
だ
け
が
県

内
で
就
学
前
ま
で
の
助
成

と
な
っ
て
お
り
他
市
町
で

は
最
低
小
学
三
年
生
ま
で

助
成
さ
れ
て
い
る
が
。

【
Ａ
３
】

　

財
政
的
に
厳
し
い
が
、

自
己
負
担
金
を
復
活
し
た

上
で
、
対
象
年
齢
を
引
き

上
げ
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

子育て支援
教 育

沖田ゆかり議員

Q
A

手話言語条例の制定を

〈町長〉

本年12月に条例制定したい。光本 一也議員

【
Ｑ
１
】

　

現
時
点
で
の
取
り
組
み

状
況
は
。

【
Ａ
１
】

　

先
例
市
へ
の
聴
き
取
り

調
査
、
広
島
県
ろ
う
あ
連

盟
な
ど
関
係
機
関
へ
の
協

力
依
頼
を
始
め
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

条
例
制
定
後
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

【
Ａ
２
】

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
を

活
用
し
た
窓
口
対
応
。
多

く
の
参
加
者
が
見
込
め
る

短
期
間
の
手
話
通
訳
者
養

成
講
座
も
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
３
】

　

銀
行
や
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
病
院
な
ど
民
間
事

業
者
の
協
力
も
必
要
で
は

な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業

の
活
用
と
共
に
、
ゆ
っ
く

り
と
し
た
口
調
で
の
会
話

や
丁
寧
な
説
明
の
協
力
を

事
業
者
に
呼
び
掛
け
る
。

【
Ｑ
４
】

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
不
可
欠
で
は
な

い
か
。

【
Ａ
４
】

　

健
康
ま
つ
り
や
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
す
る
夏

休
み
福
祉
体
験
ス
ク
ー
ル

な
ど
で
手
話
講
座
の
実
施

を
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
５
】

　
「
障
害
者
の
意
思
疎
通

手
段
の
確
保
等
に
関
す
る

条
例
」
も
併
せ
て
制
定
を
。

【
Ａ
５
】

　

制
定
時
期
を
含
め
検
討

し
た
い
。

Q
A

おでかけ号のルート変更や増便へ
の見直しは
〈総務部長〉

効率性や利便性の向上に向け、引き続き研究していく。水原 耕一議員

【
Ｑ
１
】

　

中
央
地
域
コ
ー
ス
の
み

午
後
か
ら
の
便
が
１
便
と

な
っ
た
が
、
２
便
に
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

本
運
行
へ
の
移
行
初
年

度
な
の
で
、
当
面
こ
の
運

行
を
続
け
な
が
ら
、
検
討

す
る
。

【
Ｑ
２
】

　

お
で
か
け
号
の
委
託
費

の
算
定
単
価
は
。

【
Ａ
２
】

　

中
国
運
輸
局
が
定
め
た

基
準
、
30
分
あ
た
り
３
７

０
０
円
で
、
１
日
６
時
間

で
計
算
す
る
と
、
月
約
90

万
円
に
な
る
。

【
Ｑ
３
】

　

中
央
地
域
コ
ー
ス
は
、

ル
ー
ト
が
複
雑
で
あ
る
。

時
間
で
算
定
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
ル
ー
ト
を
も
っ
と

簡
略
化
す
る
事
に
よ
っ
て

時
間
を
短
縮
さ
せ
、
そ
の

浮
い
た
時
間
で
、
も
う
１

便
増
や
せ
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　

住
民
の
方
々
の
意
見
を

伺
い
、
利
用
状
況
の
推
移

や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
等
の

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に

専
門
家
の
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

【
Ｑ
４
】

　

全
国
的
に
高
齢
者
の
方

の
免
許
の
自
主
返
納
の
動

き
が
出
て
い
る
。
も
っ
と

利
便
性
の
高
い
乗
り
物
に

し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

【
Ａ
４
】

　

免
許
の
自
主
返
納
が
増

え
て
い
る
事
は
、
生
活
福

祉
交
通
協
議
会
か
ら
報
告

が
あ
っ
た
。
総
合
的
に
判

断
し
て
進
め
る
。

A
高齢者のごみ出し支援を

〈民生部長〉

環境省のガイドラインを受け、高齢者等の支援策の一つとして検討していく。

【
Ｑ
１
】

　

大
き
な
ご
み
袋
や
新
聞

の
束
を
集
積
所
ま
で
運
ぶ

の
は
、
足
腰
の
弱
い
高
齢

者
に
は
負
担
で
あ
る
と
の

声
が
多
く
、
独
居
高
齢
者

を
対
象
に
、
ご
み
出
し
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

市
町
村
に
示
さ
れ
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
、
ま
た
先
進

事
例
等
を
検
討
し
な
が
ら
、

今
後
、
制
度
設
計
を
進
め

て
い
く
中
で
調
査
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

ご
み
出
し
支
援
で
は
、

声
掛
け
に
応
答
が
な
か
っ

た
利
用
者
を
救
急
搬
送
し

て
い
る
事
例
も
多
く
、
地

域
の
見
守
り
役
も
果
た
し

て
い
る
と
思
う
が
。

【
Ａ
２
】

　

安
否
確
認
な
ど
の
福
祉

的
な
専
門
知
識
も
必
要
に

な
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
参
考
に
検
討
し
て
い

く
。

【
Ｑ
３
】

　

新
潟
市
の
亀
田
西
地
区

で
は
路
面
が
凍
結
し
や
す

い
冬
場
に
限
り
、
中
学
生

が
登
校
時
に
高
齢
者
宅
の

ご
み
袋
を
集
積
所
ま
で
運

ん
で
い
る
。
呉
市
の
宮
原

中
学
校
で
は
月
に
１
度
、

生
徒
が
地
域
の
方
と
一
緒

に
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支

援
を
し
て
い
る
。
教
育
的

観
点
か
ら
も
取
り
組
ん
で

は
い
か
が
か
。

【
Ａ
３
】

　

校
長
会
等
を
通
し
て
、

啓
発
し
て
い
く
。

〈沖田 ゆかり 議員〉Q 健 康
福 祉

道 路
交 通
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